





















































した牧伯制 *6 を劉焉が建議。すぐには実施されなかったが、郤倹 *7 が刺史
であった益州が賦税に関する問題が生じていることが聞こえ、并州刺史・張


































































































































































































































































































































族走廊的歴史変遷与特点」（『天府新論』　2000 年 S １期）等参照。また、拙稿「劉
璋政権について―漢魏交替期の益州と関中・河西回廊」〔以下、「拙稿２」と略す〕（『東
洋哲学研究所紀要』32　2016 年）も参照されたい。なお、拙稿２注 37 において古
賀登『四川と長江文明』の出版書店名・出版年〔（東方書店　2003 年）〕が校正ミス
（ 74 ）　　創価大学人文論集　第 29 号
で抜けてしまっていた。ここで修正させていただく。
27　ここで、事実かどうかは関係なく、「車具が灰になった」と記すことで、後に曹
操が奉戴することになる献帝の正統性を陳寿が強調しようとしたという可能性もあ
るが、現時点では憶測の域を出ない。柿沼陽平前掲論文では、ここまで本文で述べ
たような事情から劉焉の対外進出は州内事情によって頓挫したとわかる。と述べて
おられる。州内事情があったことについては首肯できるが、馬騰らとの共闘に失敗
したという事情からの経緯をより踏まえておく必要があると考える。
28　劉璋政権については、拙稿２などを参照。柿沼陽平前掲論文では、「死の直前に
劉焉は州をまとめあげ、子の劉璋を後継者にすることには成功したものの、劉璋は
漢中の張魯と対立し、州外進出はまたも阻まれた」と述べられており、劉焉が主体
的に劉璋擁立に関与したことを示唆されている。
29　『三国志』の持つ史料的偏向については、拙著１、拙稿１、拙稿２などを参照。
